
(57)【要約】

【課題】内視鏡下あるいは腹腔鏡下で組織を穿通するた

めのさまざまな装置および方法を提供する。

【解決手段】一実施形態では、組織穿通装置は可撓性の

細長いシャフトと、その可撓性の細長いシャフト内を延

び遠位端に組織穿通用のニードルチップを有する可撓性

の細長いワイヤとを具備する。ニードルチップは導電性

でよく、細長いワイヤはエネルギー源に接続しエネルギ

ーをニードルチップに送達してニードルチップが容易に

組織を穿通できるように構成されている。装置は細長い

シャフトの少なくとも一部を覆って配置され細長いシャ

フトに対して遠位位置と近位位置との間を移動可能な保

護シースをさらに具備できる。ニードルチップが組織を

穿通した後は、保護シースはニードルチップを保護する

か、あるいはニードルチップを電気的に絶縁して隣接す

る組織の意図しない穿通を防ぐ。

【選択図】図１Ａ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 組 織 穿 通 装 置 に お い て 、
　 可 撓 性 の 細 長 い シ ャ フ ト と 、
　 前 記 可 撓 性 の 細 長 い シ ャ フ ト 内 を 延 び 組 織 を 穿 通 す る た め の ニ ー ド ル チ ッ プ を 遠 位 端 に
有 す る 、 可 撓 性 の 細 長 い ワ イ ヤ と 、
　 前 記 細 長 い ワ イ ヤ の 少 な く と も 一 部 を 覆 っ て 配 置 さ れ 、 遠 位 位 置 と 近 位 位 置 と の 間 を 前
記 細 長 い シ ャ フ ト に 対 し て 移 動 可 能 な 、 保 護 シ ー ス と 、
　 を 具 備 す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 導 電 性 で あ り 、
　 前 記 細 長 い ワ イ ヤ は 、 エ ネ ル ギ ー 源 に 接 続 し 、 エ ネ ル ギ ー を 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ に 送 達
し て 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ に よ る 組 織 の 穿 通 を 容 易 に す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 細 長 い ワ イ ヤ か ら 分 離 す る こ と が で き 、 前 記 保 護 シ ー ス に
取 り 付 け ら れ 、 前 記 保 護 シ ー ス の 遠 位 端 か ら 遠 位 方 向 に 延 び る 、 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 保 護 シ ー ス が 前 記 遠 位 位 置 に あ る と き は 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 細 長 い ワ イ
ヤ の 遠 位 端 か ら 離 れ て 、
　 前 記 保 護 シ ー ス が 前 記 近 位 位 置 に あ る と き は 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 細 長 い ワ イ
ヤ に 接 触 し 、 前 記 細 長 い ワ イ ヤ か ら 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ へ エ ネ ル ギ ー を 送 達 す る こ と が で
き る 、 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 保 護 シ ー ス は 、 組 織 表 面 内 に 前 進 さ せ ら れ る と 、 前 記 遠 位 位 置 か ら 前 記 近 位 位 置 に
移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 保 護 シ ー ス を 前 記 遠 位 位 置 に 付 勢 す る た め 前 記 保 護 シ ー ス と 前 記 細 長 い シ ャ フ ト と
の 間 に 配 さ れ た 、 付 勢 素 子 、
　 を さ ら に 具 備 す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 付 勢 素 子 は 、 前 記 保 護 シ ー ス 内 に 配 置 さ れ 、 か つ 前 記 細 長 い シ ャ フ ト の 一 部 の 周 り
に 配 置 さ れ て い る 、 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト は 、 前 記 保 護 シ ー ス の 移 動 に よ り 前 記 付 勢 素 子 に 加 え ら れ る 力 を 受
け る よ う に 構 成 さ れ た 当 接 面 を 含 む 、 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 可 撓 性 の 細 長 い ワ イ ヤ の 前 記 遠 位 端 部 上 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 保 護 シ ー ス が 前 記 遠 位 位 置 に あ る と き 、 前 記 保 護 シ ー ス の
最 遠 位 端 の 近 位 側 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 保 護 シ ー ス が 前 記 近 位 位 置 に あ る と き 、 露 出 し 、 前 記 保 護
シ ー ス か ら 延 び る 、 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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　 請 求 項 ９ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 保 護 シ ー ス は 、 組 織 表 面 内 に 前 進 さ せ ら れ る と 前 記 遠 位 位 置 か ら 前 記 近 位 位 置 に 移
動 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 分 野 〕
　 本 発 明 は 組 織 を 穿 刺 す る た め の 方 法 お よ び 装 置 に 関 し 、 特 に 安 全 機 能 を 有 す る ニ ー ド ル
ナ イ フ (needle knife)に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 腹 腔 鏡 下 手 術 (laparoscopic surgery)は 、 外 科 医 が 数 多 く の ト ロ カ ー ル ポ ー ト (trocar 
ports)を 使 っ て 完 全 麻 酔 の 患 者 の 腹 腔 内 の 目 標 と す る 組 織 の 部 位 に 接 近 し 可 視 化 す る 一 種
の 最 低 襲 性 手 術 (minimally invasive surgery)で あ る 。 腹 腔 鏡 下 手 術 に は 、 開 放 性 開 腹 手
術 (open incisional, abdominal surgery)よ り も 痛 み が 少 な く 、 回 復 時 間 が 短 く 、 創 痕 が
小 さ く そ し て 費 用 が 安 い と い う 利 点 が あ る 。 し か し 、 腹 腔 に 接 近 す る 他 の ル ー ト は 身 体 の
自 然 な 開 口 部 （ 口 、 肛 門 、 膣 、 尿 道 ） か ら 腹 腔 の 腹 膜 裏 層 (peritoneal lining)を 通 り 抜
け る も の で あ る 。 腹 腔 内 で 医 療 処 置 を す る た め に 体 腔 を 通 過 で き る 器 具 の 大 き さ お よ び 形
状 は 体 腔 の 構 造 的 な 面 か ら 大 幅 に 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 の 外 科 医 、 胃 腸 病 学 者 お よ び 他 の 医 療 専 門 家 は 、 日 常 的 に 可 撓 性 の あ る 内 視 鏡 を 口
か ら 入 れ て 上 部 胃 腸 (gastrointestinal)(GI)管 の 管 腔 内 (intraluminal)（ 消 化 管 の 内 腔 内
） 検 査 お よ び 治 療 を 、 ま た 肛 門 か ら 入 れ て 下 部 胃 腸 管 の 管 腔 内 検 査 お よ び 治 療 を 行 な っ て
い る 。 こ れ ら の 処 置 に お い て 、 医 師 は 可 撓 性 の あ る 内 視 鏡 を 内 腔 に 押 し 込 む が 、 定 期 的 に
そ の 押 込 み 動 作 を 中 断 し て 外 部 の コ ン ト ロ ー ル ノ ブ を 使 っ て 内 視 鏡 の 遠 位 端 部 を 関 節 接 合
さ せ 内 視 鏡 の 遠 位 先 端 の 方 向 を 変 え る 。 こ の よ う な や り 方 で 医 師 は 咽 頭 か ら 曲 が り く ね っ
た 胃 腸 上 部 を 通 り 、 食 道 そ し て 胃 食 道 接 合 部 (gastro esophageal junction)を 抜 け て 胃 の
中 へ と 内 視 鏡 を 送 り 込 む 。 医 師 に は 、 普 通 直 径 が 約 １ ５ ～ ２ ５ ｍ ｍ の 大 き さ に 広 げ ら れ る
が 弛 緩 時 に は 通 常 断 面 が 円 形 で は な い 内 腔 の 粘 膜 層 (mucosal lining)を 傷 付 け な い よ う 細
か な 配 慮 が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 経 腔 (transluminal)処 置 で は 、 腹 膜 腔 に 近 づ く に は 胃 壁 あ る い は 胃 腸 管 に 穿
刺 (puncture)を 形 成 し な け れ ば な ら な い 。 そ の よ う な 穿 刺 を 形 成 す る の に よ く 用 い ら れ る
装 置 の ひ と つ が ニ ー ド ル ナ イ フ で 、 こ れ を 内 視 鏡 の 作 業 通 路 に 挿 入 し エ ネ ル ギ ー を 利 用 し
て 組 織 に 穿 刺 を 形 成 す る 。 つ ぎ に ガ イ ド ワ イ ヤ を 内 視 鏡 に 差 込 み 胃 壁 の 穿 刺 を 通 し て 腹 腔
内 に 送 り 込 む 。 ニ ー ド ル ナ イ フ は 取 出 す が 、 ガ イ ド ワ イ ヤ は プ レ ー ス ホ ル ダ ー と し て 腹 腔
内 に 残 す 。 そ し て バ ル ー ン カ テ ー テ ル を ガ イ ド ワ イ ヤ に 導 か れ て 内 視 鏡 の 作 業 通 路 を 通 っ
て バ ル ー ン を 胃 壁 の 開 口 部 内 に 配 置 す る 。 そ こ で バ ル ー ン を 膨 ら ま せ て そ の 開 口 部 を 広 げ
る こ と が で き 、 そ れ に よ り 内 視 鏡 が バ ル ー ン の 後 部 を 押 し て 開 口 部 を 抜 け て 腹 膜 腔 内 に 入
り 込 め る 。 内 視 鏡 を 一 旦 腹 膜 腔 内 に 置 く と 、 内 視 鏡 の 作 業 通 路 を 通 し て 数 多 く の 処 置 を 行
な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 組 織 に 穿 孔 を 形 成 す る た め の 最 近 の 方 法 お よ び 装 置 は 有 効 で は あ る が 、 一 つ の 欠 点 は 隣
接 す る 器 官 や 組 織 を 傷 付 け て し ま う 危 険 が あ る こ と で あ る 。 組 織 を 貫 通 す る 穿 孔 に 必 要 な
エ ネ ル ギ ー 量 お よ び 力 が 小 さ い た め に 、 そ の 処 置 の 間 に 無 傷 で お く べ き 隣 接 す る 組 織 を 穿
孔 す る 恐 れ が あ る 。 従 っ て 、 隣 接 組 織 を 守 る 安 全 機 能 を 備 え た 改 良 型 の 組 織 穿 通 装 置 の 必
要 が あ る 。 ま た 組 織 に 穿 刺 を 形 成 す る た め の ス テ ッ プ の 数 が 少 な い 簡 略 化 し た 方 法 も 求 め
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
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　 本 発 明 は 内 視 鏡 下 あ る い は 腹 腔 鏡 下 で 組 織 に 穿 孔 す る 装 置 お よ び 方 法 を 提 供 す る 。 典 型
的 な 実 施 例 は 組 織 穿 通 (tissue-penetrating)装 置 で 、 可 撓 性 の 細 長 い シ ャ フ ト と 、 前 記 可
撓 性 の 細 長 い シ ャ フ ト 内 を 延 長 し 遠 位 端 に 組 織 穿 孔 用 の ニ ー ド ル チ ッ プ (needle tip)を 有
す る 可 撓 性 の 細 長 い ワ イ ヤ と を 具 備 す る 。 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 導 電 性 ワ イ ヤ で よ く 、 前
記 細 長 い ワ イ ヤ は エ ネ ル ギ ー 源 に 接 続 し エ ネ ル ギ ー を 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ に 送 達 し て 前 記
ニ ー ド ル チ ッ プ が 容 易 に 組 織 を 穿 通 す る よ う に 構 成 で き る 。 前 記 装 置 は 、 前 記 細 長 い シ ャ
フ ト の 少 な く と も 一 部 を 覆 っ て 配 置 さ れ 前 記 細 長 い シ ャ フ ト に 沿 っ て 遠 位 位 置 お よ び 近 位
位 置 の 間 を 移 動 可 能 な 保 護 シ ー ス (protective sheath)を 有 す る こ と も で き る 。 前 記 保 護
シ ー ス は 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ が 組 織 に 差 し 込 ま れ る と 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ を 保 護 あ る い
は 電 気 的 に 絶 縁 し 隣 接 組 織 へ の 意 図 し な い 穿 通 を 防 ぐ よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 典 型 的 な 実 施 例 に お い て は 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 前 記 細 長 い ワ イ ヤ か ら 分 離 で き 、 前
記 保 護 シ ー ス に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 前 記 保 護 シ ー ス が 前 記 遠 位 位 置 に あ る と き 、 前
記 ニ ー ド ル チ ッ プ を 前 記 細 長 い ワ イ ヤ の 遠 位 端 か ら 離 間 で き 、 ま た 前 記 保 護 シ ー ス が 近 位
位 置 に 移 動 し て 前 記 細 長 い ワ イ ヤ か ら エ ネ ル ギ ー を 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ に 与 え る と 、 前 記
保 護 シ ー ス が 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ を 移 動 さ せ て 前 記 細 長 い ワ イ ヤ と 接 触 さ せ る こ と が で き
る 。 別 の 典 型 的 な 実 施 例 で は 、 前 記 保 護 シ ー ス が 組 織 表 面 に 押 込 ま れ る と 、 前 記 遠 位 位 置
か ら 前 記 近 位 位 置 に 移 動 す る よ う に 前 記 保 護 シ ー ス は 構 成 さ れ る 。 前 記 装 置 は 、 さ ら に 前
記 保 護 シ ー ス を 前 記 遠 位 位 置 に 付 勢 す る た め 前 記 保 護 シ ー ス と 前 記 細 長 い シ ャ フ ト の 間 に
配 置 さ れ た 付 勢 素 子 を 有 す る 。 前 記 付 勢 素 子 は 前 記 保 護 シ ー ス 内 で 前 記 細 長 い シ ャ フ ト の
一 部 の 周 囲 に 配 置 で き る 。 前 記 細 長 い シ ャ フ ト は さ ら に 前 記 保 護 シ ャ フ ト の 移 動 に よ り 前
記 付 勢 素 子 に 加 え ら れ た 力 を 受 け る よ う に 構 成 し た 当 接 面 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 他 の 実 施 例 で は 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ を 前 記 細 長 い ワ イ ヤ の 遠 位 端 に 形 成 で き 、 前 記 シ
ー ス が 前 記 遠 位 位 置 に あ る 時 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 前 記 保 護 シ ャ フ ト の 最 遠 位 端 よ り 近
位 側 に 位 置 さ せ る こ と が で き 、 ま た 前 記 保 護 シ ー ス が 近 位 位 置 に あ る 時 、 前 記 保 護 シ ー ス
か ら 露 出 し 延 長 で き る 。 前 記 保 護 シ ー ス は 組 織 表 面 に 押 込 ま れ る と 前 記 遠 位 位 置 か ら 前 記
近 位 位 置 に 移 動 す る よ う に 構 成 で き る 。 付 勢 素 子 を 、 前 記 保 護 シ ー ス を 前 記 遠 位 位 置 に 付
勢 す る た め 前 記 保 護 シ ー ス と 前 記 細 長 い シ ャ フ ト の 間 に 配 置 で き 、 ま た 前 記 保 護 シ ー ス 内
で 前 記 細 長 い シ ャ フ ト の 一 部 の 周 囲 に 配 置 で き る 。 前 記 細 長 い シ ャ フ ト は さ ら に 前 記 保 護
シ ャ フ ト の 移 動 に よ り 前 記 付 勢 素 子 に 加 え ら れ た 力 を 受 け る よ う に 構 成 し た 当 接 面 を 備 え
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 他 の 実 施 例 で は 、 前 記 装 置 は 前 記 細 長 い シ ャ フ ト の 一 部 の 周 囲 に 配 置 し ま た 前 記 細 長 い
シ ャ フ ト の 半 径 方 向 に 膨 ら む よ う に 構 成 し た 膨 張 可 能 部 材 を 備 え る こ と が で き る 。 一 実 施
例 に お い て は 、 前 記 膨 張 可 能 部 材 は 膨 張 可 能 な バ ル ー ン と す る こ と が で き る 。 前 記 装 置 は
ま た 他 の さ ま ざ ま な 機 能 構 成 を 備 え る こ と が で き る 。 例 え ば 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ を 組 織
に 前 記 保 護 シ ー ス が 通 り 抜 け ら れ る よ う に 前 記 保 護 シ ー ス の 直 径 と ほ ぼ 等 し い 大 き さ を 有
す る 穿 刺 孔 (puncture hole)を 形 成 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 明 細 書 に は 組 織 に 穿 孔 す る 方 法 も 述 べ ら れ て い る 。 一 実 施 例 で は 、 前 記 方 法 は 可 撓 性
の 細 長 い シ ャ フ ト を 体 腔 に 、 例 え ば 経 腔 的 に 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト の
遠 位 先 端 を 穿 通 す べ き 組 織 の 表 面 に 隣 接 配 置 す る ス テ ッ プ と を 含 む こ と が で き る 。 力 を 前
記 細 長 い シ ャ フ ト に 加 え て 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト の 遠 位 端 の 周 囲 に 配 さ れ た 保 護 シ ー ス を
近 位 方 向 に 移 動 さ せ 前 記 保 護 シ ー ス の 遠 位 端 か ら 延 長 す る ニ ー ド ル チ ッ プ が 前 記 組 織 を 穿
通 で き る 。 エ ネ ル ギ ー を 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 内 に 配 さ れ た 細 長 い ワ イ ヤ を 介 し て 前 記 ニ
ー ド ル チ ッ プ に 加 え る こ と が で き る 。 一 実 施 例 で は 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ を 前 記 保 護 シ ー
ス に 嵌 め る こ と が で き 、 前 記 保 護 シ ー ス が 遠 位 位 置 に あ る 時 は 前 記 細 長 い ワ イ ヤ と は 電 気
的 に 絶 縁 で き 、 前 記 保 護 シ ー ス の 近 位 方 向 へ の 移 動 に よ り 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ が 前 記 細 長
い ワ イ ヤ と 接 触 す る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 他 の 実 施 例 で は 、 前 記 保 護 シ ー ス が 遠 位 位 置 に あ る 時 に は 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ を 前 記 保
護 シ ー ス の 最 遠 位 端 の 近 位 側 に 位 置 さ せ る こ と が で き 、 前 記 保 護 シ ー ス の 近 位 方 向 へ の 移
動 に よ り 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ が 露 出 し 組 織 を 穿 通 で き る 。 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ が 前 記 組 織
を 穿 通 す る と 、 前 記 保 護 シ ー ス は 前 記 遠 位 位 置 に 復 帰 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 他 の 実 施 例 で は 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト の 周 り に 配 さ れ た 膨 張 可 能 部 材 を 前 記 ニ ー
ド ル チ ッ プ が 前 記 組 織 を 穿 刺 し た 後 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ に よ り 形 成 し た 穿 刺 孔 の 大 き さ を
増 大 さ せ る た め に 膨 ら ま す こ と が で き る 。 前 記 膨 張 可 能 部 材 は 空 気 あ る い は 液 体 で 膨 ら ま
せ ら れ る 。 他 の 実 施 例 で は 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ に 連 結 し た 細 長 い
ワ イ ヤ を 引 っ 張 る こ と で 取 除 く こ と が で き 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 前 記 可 撓 性 の 細 長 い シ ャ フ ト
内 に 挿 入 し 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ に よ り 前 記 組 織 に 形 成 し た 穿 刺 孔 を 通 し て ガ イ ド ワ イ ヤ を
配 置 す る こ と が で き る 。 さ ら に 他 の 実 施 例 で は 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ で 前 記 保 護 シ ー ス の
最 大 直 径 に ほ ぼ 等 し い 大 き さ の 穿 刺 孔 を 前 記 組 織 に 形 成 し て 、 前 記 保 護 シ ー ス が 前 記 組 織
の 前 記 穿 刺 孔 を 容 易 に 通 り 抜 け ら れ る よ う に で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 添 付 図 面 と と も に 以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら よ り よ く 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
〔 発 明 の 詳 細 な 説 明 〕
　 本 明 細 書 に 開 示 す る 装 置 の 構 造 、 機 能 、 製 造 お よ び 使 用 な ら び に 方 法 の 原 理 の 総 体 的 な
理 解 が 得 ら れ る よ う 幾 つ か の 実 施 例 を 述 べ る 。 こ れ ら 実 施 例 の 一 つ あ る い は 複 数 の も の を
添 付 図 面 に 示 す 。 本 明 細 書 に 具 体 的 に 述 べ ま た 添 付 図 面 に 示 す 装 置 お よ び 方 法 は 本 発 明 を
限 定 す る 実 施 例 で は な い こ と 、 お よ び 本 発 明 の 範 囲 は 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て の み 定 義 さ
れ る こ と を 当 業 者 は 理 解 す る で あ ろ う 。 ひ と つ の 実 施 例 に 関 し て 示 し あ る い は 説 明 し た 特
徴 機 能 は 他 の 実 施 例 の 特 徴 機 能 と 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。 そ の よ う な 変 形 変 更 は 本 発
明 の 範 囲 に 含 ま れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 組 織 を 穿 通 す る た め の さ ま ざ ま な 方 法 お よ び 装 置 を 提 供 す る 。 特 に 、 細 長 い シ ャ フ ト 内
に 延 長 し 遠 位 端 に 組 織 を 穿 通 す る た め の ニ ー ド ル チ ッ プ を 有 す る 可 撓 性 の 細 長 い ワ イ ヤ を
備 え た 装 置 を 提 供 す る 。 こ の 装 置 は そ の 細 長 い 保 護 シ ャ フ ト の 少 な く と も 一 部 を 覆 っ て 配
さ れ た 保 護 シ ー ス も 備 え る こ と が で き 、 こ の 保 護 シ ー ス は 保 護 シ ー ス 自 体 が 穿 通 す べ き 組
織 に 押 し 込 ま れ た 時 に の み ニ ー ド ル チ ッ プ で 組 織 を 穿 通 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ
の 装 置 は さ ま ざ ま な 利 用 が 可 能 で あ る が 、 内 視 鏡 下 あ る い は 腹 腔 鏡 下 手 術 に 用 い る の が 好
ま し い 。 例 え ば 、 こ の 装 置 は 経 腔 的 に 挿 入 し 、 胃 の よ う な 組 織 表 面 を 穿 刺 し て そ の 組 織 に
穿 刺 孔 を 形 成 し て 腹 腔 な ど の 身 体 の 他 の 部 分 に 接 近 で き る 。 保 護 シ ー ス は 、 こ の 装 置 が 組
織 を 穿 通 す る こ と を 可 能 に す る と 同 時 に 、 胃 腔 (stomach cavity)内 に あ る 器 官 な ど の 隣 接
組 織 に 穿 刺 あ る い は 傷 を つ け る の を 防 ぐ の で 特 に 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ Ａ は 組 織 を 穿 通 す る 装 置 の 典 型 的 な 一 例 を 示 す 。 図 示 の 様 に 、 装 置 １ ０ は ハ ン ド ル
１ ２ を 有 し 、 そ の ハ ン ド ル か ら 延 び 経 腔 的 に 身 体 に 導 入 す る よ う に 構 成 し た 可 撓 性 の 細 長
い シ ャ フ ト １ ４ を 備 え て い る 。 細 長 い シ ャ フ ト １ ４ は ハ ン ド ル １ ２ か ら シ ャ フ ト １ ４ の 中
空 路 (hollow channel)（ 図 示 せ ず ） 内 を 延 在 す る 可 撓 性 の 細 長 い ワ イ ヤ １ ６ を 含 ん で い る
。 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ が 組 織 を 穿 通 す る た め に 細 長 い ワ イ ヤ １ ６ の 遠 位 端 上 に 形 成 あ る い
は そ れ に 結 合 さ れ て い る 。 装 置 １ ０ は 、 シ ャ フ ト １ ４ の 遠 位 端 を 覆 っ て 配 置 さ れ た 保 護 シ
ー ス ２ ０ も 備 え 、 こ の 保 護 シ ー ス は 、 詳 細 に 後 述 す る よ う に 、 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ が 穿 孔
す べ き 組 織 に 隣 接 し て 配 置 さ れ る ま で ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ を 保 護 す る よ う に 構 成 さ れ て い
る 。 装 置 １ ０ は ま た エ ネ ル ギ ー 源 に 接 続 さ れ て ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ を 作 動 し て 容 易 に 組 織
を 穿 通 で き る よ う に 構 成 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 装 置 １ ０ の ハ ン ド ル １ ２ は ど の よ う な 形 状 お よ び サ イ ズ で も よ い が 、 握 り 易 く 装 置 を 操
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作 し や す く 構 成 す る の が 好 ま し い 。 図 １ Ａ に 示 す よ う に 、 ハ ン ド ル １ ２ は 、 概 ね 細 長 い 円
筒 状 形 状 を し て い る 。 ハ ン ド ル １ ２ は 他 の 機 能 素 子 、 例 え ば 以 下 で 述 べ る よ う に エ ネ ル ギ
ー 源 か ら 細 長 い ワ イ ヤ １ ６ を 介 し て ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ へ の エ ネ ル ギ ー 送 達 を 可 能 に す る
駆 動 素 子 （ 図 示 せ ず ） 等 も 含 ん で い る 。 本 発 明 を 限 定 し な い 例 と し て 挙 げ る と 、 駆 動 素 子
は エ ネ ル ギ ー 源 か ら の エ ネ ル ギ ー 送 達 を 作 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た ボ タ ン 、 ス イ ッ チ 、
ノ ブ あ る い は 何 か ほ か の 部 材 で よ い 。 駆 動 素 子 を ハ ン ド ル １ ２ に 配 置 す る 代 わ り に 、 駆 動
素 子 を 、 フ ッ ト ペ ダ ル 上 を は じ め と し て ど こ か 他 の 場 所 に 配 置 で き る こ と は 当 業 者 に は 分
か る で あ ろ う 。 エ ネ ル ギ ー 源 は ハ ン ド ル １ ２ 内 に 配 置 し た 電 池 な ど の 内 部 電 源 で も よ い し
、 あ る い は ハ ン ド ル １ ２ を 外 部 電 源 に 接 続 す る よ う に 構 成 も よ い 。 例 え ば 、 そ の 一 部 を 図
１ Ａ に 示 す ワ イ ヤ ２ ６ の 終 端 末 に ハ ン ド ル １ ２ を 電 源 コ ン セ ン ト に つ な ぐ プ ラ ッ グ を 設 け
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 装 置 の シ ャ フ ト １ ４ は 様 々 な 形 状 構 成 を 有 す る こ と が で き 、 用 途 に よ り 可 撓 性 あ る い は
剛 性 に で き る 。 上 述 の よ う に 、 シ ャ フ ト １ ４ は 経 腔 的 に 身 体 に 挿 入 す る よ う 構 成 す る の が
好 ま し く 、 従 っ て シ ャ フ ト １ ４ は 少 な く と も 部 分 的 に 半 可 撓 性 あ る い は 可 撓 性 で 曲 が り く
ね っ た 体 腔 に 挿 入 通 過 で き る の が 好 ま し い 。 シ ャ フ ト １ ４ を 体 腔 の 経 路 内 に 挿 入 し 移 動 さ
せ る こ と が で き る よ う 十 分 な 特 性 を 有 す る さ ま ざ ま な 生 体 適 応 材 料 で シ ャ フ ト １ ４ を 作 れ
る こ と は 当 業 者 に は 分 か る で あ ろ う 。 シ ャ フ ト １ ４ に は ま た そ の 遠 位 端 が 体 内 に あ り 、 近
位 端 は 体 外 に 残 る こ と が で き る よ う な 細 長 い 長 さ を 持 た せ る こ と も で き る 。 そ の 長 さ は 変
え ら れ る が 、 あ る 典 型 的 な 実 施 例 で は そ の 長 さ は 約 １ ０ ０ ｍ ｍ ～ ３ ０ ０ ｍ ｍ の 範 囲 内 で あ
る 。 シ ャ フ ト １ ４ は 細 長 い ワ イ ヤ １ ６ を 収 容 す る た め そ の 内 部 を 延 び る 一 つ あ る い は 複 数
の 内 腔 (inner lumens)を 含 む こ と も で き る 。 シ ャ フ ト １ ４ の こ の 内 腔 は 手 術 時 に 必 要 な 他
の 器 具 あ る い は 液 体 が 装 置 を 通 過 す る の に も 利 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 シ ャ フ ト １ ４ 内 に 延 長 す る 細 長 い ワ イ ヤ １ ６ も さ ま ざ ま な 構 成 に で き 、 用 途 に 応 じ て 可
撓 性 あ る い は 剛 性 に す る こ と が で き る 。 典 型 的 な 一 実 施 例 で は 、 細 長 い ワ イ ヤ １ ６ は 経 腔
的 に 使 用 す る よ う に 構 成 さ れ 、 従 っ て 曲 が り く ね っ た 内 腔 に 沿 っ て シ ャ フ ト １ ４ と と も に
湾 曲 し 撓 む よ う に 半 可 撓 性 あ る い は 可 撓 性 と さ れ る 。 細 長 い ワ イ ヤ １ ６ が 、 エ ネ ル ギ ー を
細 長 い ヤ イ ワ １ ６ の 遠 位 端 上 に 形 成 あ る い は そ の 遠 位 端 に 接 続 さ れ た ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８
に 送 達 し て ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ に よ る 組 織 の 穿 孔 を 容 易 に す る よ う に 構 成 さ れ る の が 好 ま
し い 。 細 長 い ワ イ ヤ １ ６ は 、 エ ネ ル ギ ー を ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ を 介 し て 組 織 に 送 達 さ せ る
の に 十 分 な 性 質 を 持 つ さ ま ざ ま な 伝 導 性 材 料 で 作 る こ と が で き る こ と を 当 業 者 は 分 か る で
あ ろ う 。 一 実 施 例 に お い て 、 細 長 い ワ イ ヤ １ ６ は 一 本 の ワ イ ヤ 電 極 と す る こ と が で き る 。
細 長 い ワ イ ヤ １ ６ は 、 そ の 内 部 を 延 び る 生 理 食 塩 水 あ る い は 水 な ど の 流 体 を 収 容 す る 内 腔
な ど 他 の 機 能 構 成 も 有 す る こ と が で き る 。 こ の 流 体 を 使 っ て ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ に よ る 穿
孔 時 に 目 標 と す る 組 織 部 位 に 潅 注 す る こ と が で き る 。 細 長 い ワ イ ヤ １ ６ は さ ま ざ ま な 長 さ
と す る こ と が で き る が 、 ハ ン ド ル １ ２ か ら 保 護 シ ー ス ２ ０ の 最 遠 位 端 の 近 位 端 側 の 位 置 ま
で 延 び る 一 定 の 長 さ と す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 長 さ に す る と 、 保 護 シ ー ス ２ ０ が 遠 位 位
置 に あ り ま た 装 置 が 組 織 に 接 し て い な い 時 に 細 長 い ワ イ ヤ １ ６ が 保 護 シ ー ス ２ ０ か ら 突 出
す る の を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ も さ ま ざ ま な 形 状 と サ イ ズ に す る こ と が で き る 。 図 １ Ｂ に 示 す 実 施
例 で は 、 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ は エ ネ ル ギ ー を 加 え ら れ た 時 だ け 組 織 を 貫 通 で き る 鋭 利 で は
な い 遠 位 端 部 を 有 す る の が 一 般 的 で あ る 。 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ の 近 位 端 部 は 細 長 い ワ イ ヤ
１ ６ の 遠 位 端 と 一 体 形 成 あ る い は 結 合 さ れ て エ ネ ル ギ ー 源 と 電 気 接 続 す る 。 ニ ー ド ル チ ッ
プ １ ８ も さ ま ざ ま な 材 料 か ら 作 る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ を 導 電 性 に
構 成 す る が 、 導 電 路 が ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ を 通 っ て い る 限 り は 全 体 を 導 電 性 材 料 で 作 る 必
要 は な い 。 も し 全 体 を 導 電 性 材 料 で 作 る な ら ば 、 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ の 一 部 を 絶 縁 材 料 で
被 覆 で き る 。 他 の 実 施 例 で は 、 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ を 導 電 性 と 非 導 電 性 材 料 を 含 む 合 成 材
料 か ら 作 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 当 業 者 は 、 ニ ー ド ル チ ッ プ を 他 の い ろ い ろ な 形 状 に で き 、 か つ さ ま ざ ま な や り 方 で 組 織
を 処 理 す る よ う に 構 成 で き る こ と が 分 か る で あ ろ う 。 例 え ば 、 ニ ー ド ル チ ッ プ は 組 織 を 切
る こ と な ど で 組 織 を 穿 通 で き る 。 ニ ー ド ル チ ッ プ は 尖 っ て い な く て よ く 、 組 織 の 穿 通 は 電
気 エ ネ ル ギ ー に よ り 行 な う あ る い は 補 佐 す る こ と が で き 、 お よ び ／ あ る い は ニ ー ド ル チ ッ
プ の 機 械 的 な 動 作 だ け で 組 織 を 穿 通 で き る よ う に 鋭 利 に で き る 。 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ が エ
ネ ル ギ ー を 使 う 、 す な わ ち 電 気 外 科 切 削 を 用 い て 組 織 を 穿 通 す る 場 合 、 十 分 な 電 圧 を 加 え
る こ と で ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ と 組 織 の 間 で 電 気 火 花 を 生 じ る 。 電 弧 が 発 生 す る と 、 細 胞 液
(cellular fluid)が 、 例 え ば 摂 氏 ６ ０ ０ 度 以 上 に 過 熱 さ れ 、 細 胞 内 の 内 部 蒸 気 圧 で 細 胞 が
膨 張 す る 。 そ の 結 果 、 細 胞 は 破 裂 し て 蒸 発 し 、 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ が 組 織 を 穿 通 で き る 。
ニ ー ド ル チ ッ プ の 他 の 典 型 的 な 形 状 構 成 も 本 明 細 書 に 開 示 さ れ 、 図 １ Ａ お よ び 図 １ Ｂ の 装
置 に 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
保 護 シ ー ス ２ ２ ０ も い ろ い ろ な 形 状 お よ び 大 き さ に で き る が 、 図 示 の 実 施 例 で は 保 護 シ ー
ス は ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ が 通 り 抜 け で き る 開 口 を 有 す る 先 細 の 円 錐 形 の 尖 端 を 備 え た 概 ね
中 空 の 形 状 を 有 す る 。 図 １ Ｂ に 示 す よ う に 、 保 護 シ ー ス ２ ０ の 尖 端 は 管 状 の 保 護 シ ー ス ２
０ に 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ る エ ン ド キ ャ ッ プ ２ ２ と す る こ と が で き 、 あ る い は エ ン ド キ ャ
ッ プ ２ ２ を 保 護 シ ー ス ２ ０ と 一 体 形 成 で き る 。 保 護 シ ー ス ２ ０ お よ び エ ン ド キ ャ ッ プ ２ ２
は 、 保 護 シ ー ス ２ ０ と エ ン ド キ ャ ッ プ ２ ２ と の 間 で 一 時 的 あ る い は 恒 久 的 に 取 り 付 け る こ
と が で き る 、 お す 型 め す 型 コ ネ ク タ を は じ め と す る さ ま ざ ま な 技 術 、 あ る い は エ ン ド キ ャ
ッ プ ２ ２ を 保 護 シ ー ス ２ ０ に 取 り 付 け る こ と が で き る 接 着 剤 に よ る 結 合 な ど い ろ い ろ な 方
法 で 嵌 め 合 わ せ る こ と が で き る 。 使 用 時 に は 、 図 １ Ｂ に 示 す よ う に 保 護 シ ー ス ２ ０ は シ ャ
フ ト １ ４ の 少 な く と も 一 部 と ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ の 周 り を 覆 う よ う に 配 置 さ れ 、 そ し て ニ
ー ド ル チ ッ プ １ ８ が ほ ぼ 保 護 シ ー ス 内 に 配 さ れ る 遠 位 位 置 と 、 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ が 保 護
シ ー ス ２ ０ か ら 遠 位 方 向 に 延 長 す る 近 位 位 置 と の 間 を 移 動 す る よ う に 構 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 の よ う に 、 保 護 シ ー ス ２ ０ は 遠 位 位 置 と 近 位 位 置 と の 間 を 移 動 で き る 。 図 １ Ｂ に 示
す よ う に 、 遠 位 位 置 で は ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ は 保 護 シ ー ス ２ ０ の 最 遠 位 端 か ら 突 出 せ ず 、
ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ が 組 織 を 穿 通 す る の を 防 ぐ 。 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ を 保 護 シ ー ス ２ ０ 内
に 完 全 に 閉 じ 込 め る こ と が で き 、 あ る い は 図 示 の よ う に 保 護 シ ー ス の 尖 端 の 開 口 内 に 配 置
す る こ と が で き る 。 保 護 シ ー ス ２ ０ の 遠 位 端 を 処 理 す べ き 組 織 に 押 し つ け る 力 に よ り 、 保
護 シ ー ス ２ ０ が シ ャ フ ト １ ４ 上 を 近 位 方 向 に 移 動 す る 。 そ の よ う に 配 置 さ れ る と 、 ニ ー ド
ル チ ッ プ １ ８ が 保 護 シ ー ス ２ ０ の 最 遠 位 端 か ら 突 出 し 、 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ は 組 織 に 接 触
し て 穿 通 で き る 。 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ は 目 標 組 織 を 穿 通 し た 後 、 あ る い は 装 置 １ ０ が 目 標
組 織 と の 接 触 か ら 引 離 さ れ た 後 は 、 保 護 シ ー ス ２ ０ か ら 圧 力 を 取 り 除 い て 、 保 護 シ ー ス ２
０ が 遠 位 方 向 に 移 動 し ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ の 遠 位 端 部 を 覆 っ て 、 穿 通 を 続 け さ せ な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 典 型 的 な 一 実 施 例 に お い て 、 装 置 １ ０ は 保 護 シ ー ス ２ ０ を 遠 位 位 置 に 付 勢 す る よ う に 構
成 し た 付 勢 素 子 を 備 え る こ と が で き る 。 あ る 実 施 例 で は 、 図 １ Ｂ に 示 す よ う に 、 付 勢 素 子
は 、 保 護 シ ー ス ２ ０ を 遠 位 位 置 に 付 勢 す る た め の バ ネ ２ ４ と す る こ と が で き る 。 バ ネ ２ ４
は シ ャ フ ト １ ４ の 周 囲 に 配 置 さ れ て 、 そ の 遠 位 端 は 保 護 シ ー ス ２ ０ 内 に 形 成 さ れ た 遠 位 当
接 面 ２ ６ に 押 し 当 て ら れ 、 一 方 近 位 端 は シ ャ フ ト １ ４ 上 に 形 成 さ れ た 近 位 当 接 面 ２ ８ に 押
し 当 て ら れ て い る 。 保 護 シ ー ス ２ ０ を 組 織 表 面 に 向 か っ て 前 進 さ せ る こ と で 、 保 護 シ ー ス
２ ０ 上 の バ ネ ２ ４ の 付 勢 力 が 抑 え ら れ 、 保 護 シ ー ス ２ ０ が 組 織 に 接 触 す る と 保 護 シ ー ス ２
０ は 近 位 位 置 に 後 退 で き る 。 保 護 シ ー ス ２ ０ が 近 位 方 向 に 移 動 す る と 、 バ ネ ２ ４ が 圧 縮 し
、 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ が 露 呈 さ れ 組 織 に 接 触 で き る 。 当 業 者 に は 、 他 の い ろ い ろ な 付 勢 素
子 を つ か っ て 保 護 シ ー ス ２ ０ を 遠 位 位 置 に 付 勢 で き る こ と は 分 か る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 他 の 実 施 例 に お い て は 、 上 述 し た よ う に 保 護 シ ー ス ２ ０ が 近 位 方 向 に 移 動 し て ニ ー ド ル
チ ッ プ １ ８ を 露 呈 す る の で は な く 、 ニ ー ド ル チ ッ プ お よ び 保 護 シ ー ス を 一 緒 に 移 動 さ せ て
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ニ ー ド ル チ ッ プ の 近 位 端 を 細 長 い ワ イ ヤ の 遠 位 端 に 電 気 的 に 接 続 で き る 。 こ れ は 図 ２ に 示
さ れ 、 保 護 シ ー ス １ ２ ０ が 細 長 い シ ャ フ ト １ １ ４ の 遠 位 端 部 の 少 な く と も 一 部 を 覆 っ て 配
置 さ れ る 装 置 １ １ ０ が 示 さ れ て い る 。 細 長 い ワ イ ヤ １ １ ６ は 細 長 い シ ャ フ ト １ １ ４ 内 を 延
び る 、 あ る い は シ ャ フ ト １ １ ４ と 一 体 に 形 成 さ れ 、 ニ ー ド ル チ ッ プ １ １ ８ は 細 長 い ワ イ ヤ
１ １ ６ と 分 離 で き そ し て 保 護 シ ー ス １ ２ ０ に 固 定 的 に 連 結 さ れ る 。 保 護 シ ー ス １ ２ ０ は 遠
位 端 部 に ニ ー ド ル チ ッ プ １ １ ８ の 遠 位 端 が 通 り 抜 け る 開 口 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 使 用 時 に は 、 保 護 シ ー ス １ ２ ０ は 図 １ Ｂ に 関 し て 前 述 し た と 同 様 に 遠 位 位 置 と 近 位 位 置
と の 間 を 移 動 で き る 。 ニ ー ド ル チ ッ プ １ １ ８ は 、 保 護 シ ー ス １ ２ ０ が 遠 位 の 非 作 動 位 置 に
あ る と き は 、 ニ ー ド ル チ ッ プ １ １ ８ は 細 長 い ワ イ ヤ １ １ ６ の 遠 位 端 か ら 離 間 す る 。 ニ ー ド
ル チ ッ プ １ １ ８ の 遠 位 端 が 組 織 に 接 触 す る と 、 ニ ー ド ル チ ッ プ １ １ ８ の 遠 位 端 に 加 わ る 組
織 の 力 で 保 護 シ ー ス １ ２ ０ と ニ ー ド ル チ ッ プ １ １ ８ と を 近 位 方 向 に 移 動 で き 、 ニ ー ド ル チ
ッ プ １ １ ８ が 細 長 い ワ イ ヤ １ １ ６ の 遠 位 端 に 接 触 し て エ ネ ル ギ ー 源 か ら 細 長 い ワ イ ヤ １ １
６ を 介 し て ニ ー ド ル チ ッ プ １ １ ８ へ エ ネ ル ギ ー を 送 達 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 装 置 １ １ ０ は 非 作 動 位 置 あ る い は 作 動 位 置 の う ち 一 方 に 保 護 シ ー ス １ ２ ０ お よ び ニ ー ド
ル チ ッ プ １ １ ８ を 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ た 付 勢 素 子 を 備 え る こ と も で き る 。 一 例 を 挙 げ
る と 、 付 勢 素 子 は 図 １ Ｂ に つ い て 上 述 し た バ ネ ２ ４ と 同 様 な バ ネ １ ２ ４ で よ い 。 図 ２ で 示
す 実 施 例 に お い て は 、 バ ネ １ ２ ４ は 細 長 い シ ャ フ ト １ １ ４ の 周 囲 に 配 置 さ れ 、 そ の 近 位 端
は 細 長 い シ ャ フ ト １ １ ４ 上 に 配 置 し た 近 位 当 接 面 １ ２ ６ に 押 し 当 て ら れ 、 遠 位 端 は 保 護 シ
ー ス １ ２ ０ 内 に 形 成 し た 遠 位 当 接 面 １ ２ ８ に 押 し 当 て ら れ て い る 。 保 護 シ ー ス １ ２ ０ お よ
び ニ ー ド ル チ ッ プ １ １ ８ 上 の バ ネ １ ２ ４ の 付 勢 力 は 、 保 護 シ ー ス １ ２ ０ を 組 織 表 面 に 向 か
っ て 前 進 さ せ る と 抑 え ら れ 、 保 護 シ ー ス １ ２ ０ お よ び ニ ー ド ル チ ッ プ １ １ ８ が 近 位 の 作 動
位 置 に 後 退 で き る 。 保 護 シ ー ス １ ２ ０ お よ び ニ ー ド ル チ ッ プ １ １ ８ が 近 位 方 向 に 移 動 す る
と 、 ニ ー ド ル チ ッ プ １ １ ８ と 細 長 い ワ イ ヤ １ １ ６ と 間 で 電 気 接 続 が で き 、 エ ネ ル ギ ー を エ
ネ ル ギ ー 源 か ら 細 長 い ワ イ ヤ １ １ ６ を 介 し て ニ ー ド ル チ ッ プ １ １ ８ に 送 達 し て 、 ニ ー ド ル
チ ッ プ １ １ ８ が 組 織 を 貫 通 で き る 。 組 織 を 貫 通 し た 後 は 、 ニ ー ド ル チ ッ プ １ １ ８ お よ び 保
護 シ ー ス １ ２ ０ に 加 わ る 力 を 取 除 き 、 そ れ ら を 遠 位 方 向 の 非 作 動 位 置 に 移 動 さ せ る 。 当 業
者 に は 、 付 勢 に 適 し た 他 の い ろ い ろ な 装 置 あ る い は 構 成 を 付 勢 素 子 と し て 使 用 で き る こ と
は 理 解 で き る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 他 の 典 型 的 な 実 施 例 に お い て 、 本 明 細 書 に 述 べ た 組 織 穿 通 装 置 (tissue-penetrating de
vices)は 追 加 の 装 置 を 案 内 し て 組 織 に 開 け た 穿 刺 孔 (puncture)を 通 す た め の ガ イ ド ワ イ ヤ
を 収 納 す る よ う に 構 成 で き る 。 本 発 明 を 限 定 し な い 例 と し て 挙 げ る と 、 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｂ の
装 置 の 細 長 い ワ イ ヤ １ ６ お よ び ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ は 、 そ れ ら を 細 長 い ワ イ ヤ １ ６ の 近 位
端 部 の 方 向 に 引 っ 張 る こ と で 装 置 １ ０ か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ 〈 図 示 せ
ず ） を シ ャ フ ト １ ４ 内 に 挿 入 し て 、 ニ ー ド ル チ ッ プ １ ８ で 組 織 に 形 成 し た 穿 刺 孔 に ガ イ ド
ワ イ ヤ を 通 し て 配 置 す る こ と が で き る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ を シ ャ フ ト １ ４ に 通 し て 配 置 す る と
、 シ ャ フ ト １ ４ は 取 除 い て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 所 定 の 位 置 に 残 す こ と が で き る 。 さ ま ざ ま な
装 置 お よ び 外 科 用 器 具 を ガ イ ド ワ イ ヤ に 沿 っ て 案 内 し て 、 穿 通 し た 組 織 の 部 位 で 多 く の 外
科 処 置 が 容 易 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 述 し た よ う に 、 組 織 穿 通 装 置 の ニ ー ド ル チ ッ プ は 他 の い ろ い ろ な 形 状 と し う る 。 例 え
ば 、 ニ ー ド ル チ ッ プ の 最 大 幅 を 保 護 シ ー ス の 最 大 幅 と ほ ぼ 等 し く で き 、 そ れ に よ り 保 護 シ
ー ス の 組 織 へ の 挿 入 を 容 易 に で き る 。 換 言 す る と 、 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 シ ー ス の 直 径 と ほ
ぼ 等 し い 大 き さ 、 例 え ば 直 径 あ る い は 幅 を 有 す る 穿 刺 孔 あ る い は 切 れ 目 を 形 成 す る よ う に
構 成 で き る 。 さ ま ざ ま な 技 術 を 使 っ て そ の よ う な ニ ー ド ル チ ッ プ を 形 成 で き る が 、 図 ４ Ａ
～ 図 ４ Ｂ は そ の よ う な 典 型 的 な 実 施 例 を 示 す 。 こ の 実 施 例 に お い て は 、 装 置 ４ ０ ０ は ニ ー
ド ル チ ッ プ ４ １ ８ が 少 な く と も そ の 最 遠 位 端 に 多 羽 形 状 (multi-bladed configuration)を
有 す る こ と 除 い て 図 ２ の 装 置 と 同 様 で あ る 。 特 に 、 図 ４ Ｂ に 最 も よ く 示 さ れ て い る よ う に
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ニ ー ド ル チ ッ プ ４ １ ８ が 、 中 心 軸 ４ ２ ８ か ら 半 径 方 向 外 側 に 延 び 、 ま た 軸 ４ ２ ８ を 中 心 に
し て 互 い に ほ ぼ 等 間 隔 離 れ た ３ 枚 の 扁 平 部 材 ４ ２ ２ 、 ４ ２ ４ 、 ４ ２ ６ を 備 え て い る 。 こ の
ニ ー ド ル チ ッ プ ４ １ ８ を 収 容 す る た め に 、 装 置 ４ ０ ０ の 保 護 シ ー ス ４ ２ ０ は 同 様 に 、 図 ４
Ａ に 示 す よ う に 、 扁 平 部 材 ４ ２ ２ 、 ４ ２ ４ 、 ４ ２ ６ を 受 容 す る よ う に 形 成 さ れ た 対 応 す る
３ つ の ス リ ッ ト を 有 す る 。 使 用 時 に は 、 ニ ー ド ル チ ッ プ ４ １ ８ は 組 織 に 切 れ 目 を つ く り 、
そ の 切 れ 目 の 大 き さ あ る い は 直 径 は 保 護 シ ー ス ４ ２ ０ の 直 径 に ほ ぼ 等 し く 、 そ れ に よ り 保
護 シ ー ス ４ ２ ０ を 組 織 に 挿 入 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ Ａ の 装 置 も そ の 全 長 に 亘 っ て ガ イ ド ワ イ ヤ を 収 納 す る よ う に 構 成 で き る 。 図 ４ Ｃ に
示 す よ う に 、 保 護 シ ー ス ４ ２ ０ の 最 遠 位 端 に 、 ニ ー ド ル チ ッ プ ４ １ ８ を 収 納 す る た め の ス
リ ッ ト か ら ず れ た 位 置 に 配 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ 受 け 口 (guidewire port)４ ３ ０ を 形 成 で き
る 。 従 っ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ４ ３ １ は シ ャ フ ト ４ １ ４ 中 を 細 長 い ワ イ ヤ ４ １ ６ に ほ ぼ 隣 接 し
て 延 在 で き 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ は ガ イ ド ワ イ ヤ 受 け 口 ４ ３ ０ か ら 延 出 し て 組 織 を 通 し て 配
置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 明 細 書 に 述 べ た い ろ い ろ な 装 置 も ニ ー ド ル チ ッ プ で 組 織 に 形 成 し た 穿 刺 孔 の サ イ ズ を
大 き く す る よ う に 構 成 さ れ た 膨 張 部 材 (expandable member)を 有 す る こ と が で き る 。 図 ３
は 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｂ の 装 置 １ ０ に 配 さ れ た 膨 張 部 材 の 一 実 施 例 を 示 す 。 図 示 の よ う に 、 膨 張
部 材 は 、 穿 刺 孔 の 大 き さ ま で 膨 張 す る よ う に 構 成 さ れ た 膨 張 バ ル ー ン ２ ０ ０ の 形 を し て い
る 。 当 業 者 に は 、 他 の さ ま ざ ま な 膨 張 部 材 を 使 っ て ニ ー ド ル チ ッ プ で 作 っ た 穿 刺 孔 を 広 げ
る こ と が で き る の が 分 か る で あ ろ う 。 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｂ に 示 す 実 施 例 と 共 に 用 い る と 、 バ ル
ー ン ２ ０ ０ を 細 長 い シ ャ フ ト １ ４ 上 の 保 護 シ ー ス ２ ０ よ り 近 位 側 の 位 置 に 配 置 で き る 。 ニ
ー ド ル チ ッ プ １ ８ お よ び 保 護 シ ー ス ２ ０ が 組 織 を 穿 通 し た 後 、 装 置 １ ０ を 前 進 さ せ て 収 縮
し た バ ル ー ン ２ ０ ０ を 穿 通 部 位 内 に 位 置 さ せ る こ と が で き る 。 次 に バ ル ー ン ２ ０ ０ を 、 装
置 の 内 腔 を 通 じ て 導 入 し た 、 例 え ば 流 体 あ る い は 空 気 を 使 っ て 膨 ら ま せ る こ と が で き る 。
図 ３ に 示 す よ う に 、 装 置 は 近 位 開 口 (proximal port)２ ０ ２ 、 お よ び ハ ン ド ル に 連 結 さ れ
た 遠 位 コ ネ ク タ ２ ０ ６ を 有 す る 絶 縁 チ ュ ー ブ ２ ０ ４ を 具 備 で き る 。 他 の 実 施 例 で は 、 開 口
を ハ ン ド ル に 直 接 形 成 で き る 。 当 業 者 は 、 膨 張 部 材 を 上 述 し た ガ イ ド ワ イ ヤ な ど の 他 の 装
置 と 関 連 さ せ る こ と が で き る の が 分 か る で あ ろ う 。 例 え ば 、 膨 張 部 材 を ガ イ ド ワ イ ヤ 上 に
配 置 あ る い は そ れ に 沿 っ て 位 置 さ せ て 、 膨 張 部 材 を 穿 通 部 位 内 に 位 置 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 明 細 書 に 述 べ た 組 織 穿 通 装 置 は 他 の 外 科 用 装 置 あ る い は 器 具 と と も に 使 用 も で き る 。
例 え ば 、 内 視 鏡 を 、 食 道 を 通 し て 胃 の 内 部 に 配 置 で き る 。 図 １ Ａ ～ 図 ２ に な ど 示 す 装 置 １
０ 、 １ １ ０ の よ う な 組 織 穿 通 装 置 は 、 内 視 鏡 の 作 業 通 路 を 通 し て 挿 入 し て 胃 壁 の 組 織 を 穿
通 す る こ と で 胃 壁 に 穿 刺 孔 を 形 成 す る の に 使 う こ と が で き る 。 次 に ガ イ ド ワ イ ヤ を 、 装 置
を 通 し て 胃 壁 に 形 成 し た 穿 刺 孔 の 部 位 ま で 挿 入 で き 、 組 織 穿 通 装 置 を 取 り 出 し て 、 ガ イ ド
ワ イ ヤ を プ レ ー ス ホ ル ダ ー と し て 残 す こ と が で き る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ 上 に 、 あ る い は ガ イ ド
ワ イ ヤ に 沿 っ て 配 置 し た 膨 張 部 材 を 穿 通 部 位 内 に 位 置 さ せ る こ と が で き る 。 膨 張 部 材 が 膨
ら み 、 胃 壁 の 穿 刺 孔 の サ イ ズ が 大 き く な る と 、 内 視 鏡 を 膨 張 部 材 の 中 に 前 進 さ せ て 膨 張 部
材 と 内 視 鏡 と を 穿 刺 孔 を 通 し て 腹 腔 内 に 押 込 む こ と が で き る 。 当 業 者 は 、 組 織 穿 通 装 置 が
膨 張 部 材 を 備 え て い る 場 合 に は ガ イ ド ワ イ ヤ お よ び 別 の 膨 張 部 材 は 不 要 で あ る こ と は 分 か
る で あ ろ う 。 そ の よ う な 場 合 、 膨 張 部 材 を 穿 刺 孔 内 に 配 置 し 膨 ら ま し て そ の 穿 刺 孔 を 大 き
く で き る 。 次 に 内 視 鏡 を 膨 張 部 材 内 に 前 進 さ せ て 膨 張 部 材 、 従 っ て 内 視 鏡 が 押 さ れ て 穿 刺
孔 を 通 り 抜 け で き る 。 そ の 後 に 付 属 の 器 具 や 装 置 を 内 視 鏡 の 作 業 通 路 を 通 し て い ろ い ろ な
処 置 を 行 な え る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 当 業 者 は 、 上 述 の 実 施 例 に 基 づ く 本 発 明 の さ ら に 他 の 特 徴 お よ び 利 点 を 認 識 で き る で あ
ろ う 。 従 っ て 、 本 発 明 は 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 示 さ れ る こ と 以 外 に 、 本 明 細 書 で 特 に 示
し 説 明 し た こ と に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 明 細 書 に 引 用 し た す べ て の 刊 行 物 お よ び 参
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考 文 献 は そ の 全 体 を 参 照 し て は っ き り と 本 明 細 書 に 組 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
（ １ ） 組 織 穿 通 装 置 に お い て 、
　 可 撓 性 の 細 長 い シ ャ フ ト と 、
　 前 記 可 撓 性 の 細 長 い シ ャ フ ト 内 を 延 び 組 織 を 穿 通 す る た め の ニ ー ド ル チ ッ プ を 遠 位 端 に
有 す る 、 可 撓 性 の 細 長 い ワ イ ヤ と 、
　 前 記 細 長 い ワ イ ヤ の 少 な く と も 一 部 を 覆 っ て 配 置 さ れ 、 遠 位 位 置 と 近 位 位 置 と の 間 を 前
記 細 長 い シ ャ フ ト に 対 し て 移 動 可 能 な 、 保 護 シ ー ス と 、
　 を 具 備 す る 、 装 置 。
（ ２ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 導 電 性 で あ り 、
　 前 記 細 長 い ワ イ ヤ は 、 エ ネ ル ギ ー 源 に 接 続 し 、 エ ネ ル ギ ー を 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ に 送 達
し て 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ に よ る 組 織 の 穿 通 を 容 易 に す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 装 置 。
（ ３ ） 実 施 態 様 ２ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 細 長 い ワ イ ヤ か ら 分 離 す る こ と が で き 、 前 記 保 護 シ ー ス に
取 り 付 け ら れ 、 前 記 保 護 シ ー ス の 遠 位 端 か ら 遠 位 方 向 に 延 び る 、 装 置 。
（ ４ ） 実 施 の 態 様 ３ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 保 護 シ ー ス が 前 記 遠 位 位 置 に あ る と き は 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 細 長 い ワ イ
ヤ の 遠 位 端 か ら 離 れ て 、
　 前 記 保 護 シ ー ス が 前 記 近 位 位 置 に あ る と き は 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 細 長 い ワ イ
ヤ に 接 触 し 、 前 記 細 長 い ワ イ ヤ か ら 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ へ エ ネ ル ギ ー を 送 達 す る こ と が で
き る 、 装 置 。
（ ５ ） 実 施 態 様 ４ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 保 護 シ ー ス は 、 組 織 表 面 内 に 前 進 さ せ ら れ る と 、 前 記 遠 位 位 置 か ら 前 記 近 位 位 置 に
移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 装 置 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ ６ ） 実 施 態 様 ５ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 保 護 シ ー ス を 前 記 遠 位 位 置 に 付 勢 す る た め 前 記 保 護 シ ー ス と 前 記 細 長 い シ ャ フ ト と
の 間 に 配 さ れ た 付 勢 素 子 、
　 を さ ら に 具 備 す る 、 装 置 。
（ ７ ） 実 施 態 様 ６ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 付 勢 素 子 は 、 前 記 保 護 シ ー ス 内 に 配 置 さ れ 、 か つ 前 記 細 長 い シ ャ フ ト の 一 部 の 周 り
に 配 置 さ れ て い る 、 装 置 。
（ ８ ） 実 施 態 様 ７ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト は 、 前 記 保 護 シ ー ス の 移 動 に よ り 前 記 付 勢 素 子 に 加 え ら れ る 力 を 受
け る よ う に 構 成 さ れ た 当 接 面 を 含 む 、 装 置 。
（ ９ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 可 撓 性 の 細 長 い ワ イ ヤ の 前 記 遠 位 端 部 上 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 保 護 シ ー ス が 前 記 遠 位 位 置 に あ る と き 、 前 記 保 護 シ ー ス の
最 遠 位 端 の 近 位 側 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 保 護 シ ー ス が 前 記 近 位 位 置 に あ る と き 、 露 出 し 、 前 記 保 護
シ ー ス か ら 延 び る 、 装 置 。
（ １ ０ ） 実 施 態 様 ９ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 保 護 シ ー ス は 、 組 織 表 面 内 に 前 進 さ せ ら れ る と 前 記 遠 位 位 置 か ら 前 記 近 位 位 置 に 移
動 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 装 置 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ １ １ ） 実 施 態 様 ９ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 保 護 シ ー ス を 前 記 遠 位 位 置 に 付 勢 す る た め 前 記 保 護 シ ー ス と 前 記 細 長 い シ ャ フ ト と
の 間 に 配 さ れ た 、 付 勢 素 子 、
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　 を さ ら に 具 備 す る 、 装 置 。
（ １ ２ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 付 勢 素 子 は 、 前 記 保 護 シ ー ス 内 に 配 置 さ れ 、 か つ 前 記 細 長 い シ ャ フ ト の 一 部 の 周
り に 配 置 さ れ て い る 、 装 置 。
（ １ ３ ） 実 施 態 様 １ ２ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト は 、 前 記 保 護 シ ー ス の 移 動 に よ り 前 記 付 勢 素 子 に 加 え ら れ る 力 を 受
け る よ う に 構 成 さ れ た 当 接 面 を 含 む 、 装 置 。
（ １ ４ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト の 一 部 の 周 り に 配 さ れ 前 記 細 長 い シ ャ フ ト に 対 し て 半 径 方 向 に 膨 張
す る よ う に 構 成 さ れ た 、 膨 張 部 材 、
　 を さ ら に 具 備 す る 、 装 置 。
（ １ ５ ） 実 施 態 様 １ ４ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 膨 張 部 材 は 、 膨 張 可 能 な バ ル ー ン を 含 む 、 装 置 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ １ ６ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 保 護 シ ー ス の 直 径 と ほ ぼ 等 し い 大 き さ を 有 す る 穿 刺 孔 を 組
織 に 形 成 し て 前 記 保 護 シ ー ス が 前 記 穿 刺 孔 を 通 過 す る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ た 、 装
置 。
（ １ ７ ） 組 織 を 穿 通 す る 方 法 に お い て 、
　 可 撓 性 の 細 長 い シ ャ フ ト を 体 腔 に 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト の 遠 位 先 端 を 穿 通 す べ き 組 織 表 面 に 隣 接 し て 配 置 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト に 力 を 加 え て 前 記 細 長 い シ ャ フ ト の 遠 位 端 の 周 辺 に 配 さ れ た 保 護 シ
ー ス を 近 位 方 向 に 移 動 さ せ て 前 記 保 護 シ ー ス の 遠 位 端 か ら 延 び る ニ ー ド ル チ ッ プ が 前 記 組
織 を 穿 通 す る ス テ ッ プ と 、
　 を 含 む 、 方 法 。
（ １ ８ ） 実 施 態 様 １ ７ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 内 に 配 し た 細 長 い ワ イ ヤ を 介 し て 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ に エ ネ ル ギ ー
を 送 達 す る ス テ ッ プ 、
　 を さ ら に 含 む 、 方 法 。
（ １ ９ ） 実 施 態 様 １ ８ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 保 護 シ ー ス に 嵌 め 込 ま れ 、 前 記 保 護 シ ー ス が 遠 位 位 置 に あ
る と き は 前 記 細 長 い ワ イ ヤ か ら 電 気 的 に 絶 縁 し 、
　 前 記 保 護 シ ー ス の 近 位 方 向 へ の 移 動 は 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ を 前 記 細 長 い ワ イ ヤ と 接 触
さ せ て 配 置 す る の に 効 果 的 で あ る 、 方 法 。
（ ２ ０ ） 実 施 態 様 １ ７ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 保 護 シ ー ス が 遠 位 位 置 に あ る と き は 前 記 保 護 シ ー ス の 最 遠
位 端 の 近 位 側 に 配 さ れ 、
　 前 記 保 護 シ ー ス の 近 位 方 向 へ の 移 動 は 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ を 露 出 し 前 記 ニ ー ド ル チ ッ
プ が 組 織 を 穿 通 す る こ と を 可 能 に す る の に 効 果 的 で あ る 、 方 法 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ ２ １ ） 実 施 態 様 １ ７ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 保 護 シ ー ス は 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ が 組 織 を 穿 通 す る と 、 遠 位 位 置 に 戻 る 、 方 法 。
（ ２ ２ ） 実 施 態 様 １ ７ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ が 前 記 組 織 を 穿 通 し た 後 に 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 上 に 配 さ れ た 膨 張
部 材 を 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ で 前 記 組 織 に 形 成 し た 穿 刺 孔 内 に 配 置 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 膨 張 部 材 を 膨 張 さ せ て 前 記 穿 刺 孔 の サ イ ズ を 増 大 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 を さ ら に 含 む 、 方 法 。
（ ２ ３ ） 実 施 態 様 ２ ２ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 膨 張 部 材 は 、 流 体 で 膨 張 す る 、 方 法 。
（ ２ ４ ） 実 施 態 様 １ ７ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
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　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ に 連 結 さ れ た 細 長 い ワ イ ヤ を 引 っ 張 る こ と に よ り 前 記 ニ ー ド ル チ ッ
プ を 取 除 く ス テ ッ プ と 、
　 ガ イ ド ワ イ ヤ を 前 記 可 撓 性 の 細 長 い シ ャ フ ト に 挿 入 し て 、 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ で 前 記 組
織 に 形 成 し た 穿 刺 孔 に 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ を 通 し て 配 置 す る ス テ ッ プ と 、
　 を さ ら に 含 む 、 方 法 。
（ ２ ５ ） 実 施 態 様 １ ７ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト は 、 経 腔 的 に 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 、 方 法 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ ２ ６ ） 実 施 態 様 １ ７ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 貫 通 さ れ る 前 記 組 織 は 、 胃 壁 で あ る 、 方 法 。
（ ２ ７ ） 実 施 態 様 １ ７ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 ニ ー ド ル チ ッ プ は 、 前 記 組 織 に 前 記 保 護 シ ー ス の 最 大 直 径 に ほ ぼ 等 し い 大 き さ を 有
す る 穿 刺 孔 を 形 成 し て 前 記 組 織 に 形 成 さ れ た 前 記 穿 刺 孔 へ の 前 記 保 護 シ ー ス の 挿 入 を 容 易
に す る 、 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ Ａ 】 組 織 を 穿 通 す る た め の 装 置 の 典 型 的 な 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ Ｂ 】 図 １ Ａ に 示 す 装 置 の 遠 位 部 分 透 視 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 組 織 を 穿 通 す る た め の 装 置 の 他 の 実 施 例 の 部 分 透 視 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 装 置 を 用 い て 組 織 に 形 成 し た 穿 刺 孔 の サ イ ズ を 大 き く す る た め の 膨 張 部 材 を 有 す
る 組 織 穿 孔 装 置 の 他 の 実 施 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 多 羽 形 状 の ニ ー ド ル チ ッ プ を 有 す る 装 置 の 他 の 実 施 例 の 遠 位 部 分 の 部 分 透 視 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 図 ４ Ａ に 示 す ニ ー ド ル チ ッ プ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｃ 】 ガ イ ド ワ イ ヤ が 挿 入 さ れ た 、 図 ４ Ａ に 示 し た 装 置 の 部 分 透 視 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】 【 図 ４ Ｃ 】
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